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西西芦芦屋屋町町のの町町並並みみ（（山山手手幹幹線線））

白白橋橋

第第
１１
回回
定定
例例
会会
のの
ああ
らら
まま
しし

財
政
再
建
に
向
け

た
行
政
改
革
に
取
り

組
む
努
力
の
跡
が
見

ら
れ
評
価
で
き
る
。

主
な
施
策
で
は
芦
屋

病
院
組
織
の
見
直
し

と
経
営
の
改
善
。
住

み
良
い
街
あ
し
や
の

創
造
を
目
指
し
た
住

環
境
の
保
全
・
形
成
、

市
民
マ
ナ
ー
条
例
へ
の
取
り
組
み
。

キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
騒
音
問
題
へ
の

対
応
策
。
ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉

社
会
づ
く
り
。
男
女
共
同
参
画
社

会
実
現
へ
の
施
策
の
推
進
。
学
校

教
育
の
充
実
。
そ
の
他
、
多
く
の

分
野
に
配
慮
さ
れ
た
施
策
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
が
、
合
理

的
で
よ
り
健
全
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
て
努
力
し
て
ほ
し
い
。

非
常
に
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
、
新
年

度
を
迎
え
る
。
地
方

自
治
体
と
し
て
の
舵

取
り
も
非
常
に
難
し

い
。
し
か
し
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
山
中

市
長
の
施
政
方
針
に

は
市
民
の
た
め
の
施

策
を
遂
行
し
よ
う
と

す
る
意
志
が
随
所
に
感
じ
取
れ
る
。

例
え
ば
私
ど
も
公
明
党
が
提
案
推

進
し
て
き
た
病
後
児
保
育
の
実
施
、

妊
婦
健
診
助
成
十
四
回
へ
の
拡
大
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
不
妊
手

術
助
成
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
相
談
事

業
、
文
化
推
進
基
本
条
例
の
策
定

着
手
等
、
他
に
も
新
た
な
施
策
が

新
年
度
事
業
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

政
治
は
実
績
で
あ
る
。
山
中
市
長

の
新
年
度
方
針
を
評
価
す
る
。

市
長
は
経
済
の
危

機
的
状
況
を
強
調
。

そ
の
下
で
、
政
府
が

進
め
る
緊
急
経
済
・

雇
用
対
策
に
対
応
し

芦
屋
市
も
施
策
を
講

ず
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
、
真
に

必
要
と
さ
れ
る
の
は

国
に
追
随
す
る
だ
け

で
な
く
、
働
く
貧
困
層
（
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
）
の
増
大
、

派
遣
切

り

に
示
さ
れ
る
職
と
住
居
を
一

度
に
奪
わ
れ
生
活
に
困
窮
す
る
市

民
、
相
次
ぐ
社
会
保
障
制
度
改
悪

で
年
金
収
入
の
減
少
や
保
険
料
負

担
な
ど
が
増
え
る
世
帯
な
ど

生

存
の
危
機

に
ひ
ん
し
て
い
る
市

民
生
活
に
対
す
る
芦
屋
市
独
自
の

緊
急
対
策
で
あ
り

市
民
の
く
ら

し
第
一

の
予
算
づ
く
り
で
あ
る
。

創政クラブ

歳
入
の
約
半
分
を

占
め
る
市
税
は
前
年

度
と
同
じ
額
を
計
上

し
て
い
る
が
、
百
年

に
一
度
と
い
う
大
不

況
の
中
で
果
た
し
て

見
込
ん
だ
額
が
確
保

さ
れ
る
の
か
。
ま
た

特
別
交
付
税
が
二
億

円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
全
国
的
に
税
収
が
落
ち
込
ん
で

い
る
中
で
果
た
し
て
国
か
ら
市
へ

交
付
さ
れ
る
の
か
。
さ
ら
に
高
浜

用
地
の
分
譲
が
全
く
進
ま
な
い
中

で
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
を
七

億
八
千
万
円
見
込
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
も
見
込
み
ど
お
り
に
な
る
の

か
。
そ
の
上
、
阪
神
淡
路
大
震
災

に
よ
る
起
債
の
償
還
に
追
わ
れ
る

状
況
が
今
後
も
続
く
。
歳
入
の
確

保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

小
泉
構
造
改
革

と
い
わ
れ
た
政
治
が

格
差
と
貧
困
を
拡
げ

た
。
そ
の
日
本
社
会

を
襲
う

百
年
に
一

度
の
危
機

に
自
治

体
が
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
が
問
わ
れ
た

予
算
で
あ
っ
た
。
市

長
は
、
国
が
行
う
緊

急
対
策
に
基
づ
く
施
策
の
範
囲
で

経
済
・
雇
用
の
事
業
を
検
討
す
る

と
い
う
だ
け
で
、
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
市
民
の
生
活
実
態
に
目
を

向
け
た
予
算
に
な
っ
て
い
な
い
。

国
に
緊
迫
感
が
欠
け
る
中
、
自

治
体
と
し
て
ど
う
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
の
か
と
い
う
視
点
に
欠
け

て
い
る
。
緊
急
小
口
貸
付
制
度
創

設
、
各
種
減
免
制
度
拡
充
な
ど
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
充
実
を
求
め
る
。

施
政
方
針
に
対
し
て

会
派
か
ら
ひ
と
こ
と

施
政
方
針
に
対
し
て

会
派
か
ら
ひ
と
こ
と

公 明 党

新 社 会 党

日本共産党

人
事
案
件

今
定
例
会
で
同
意
し
た
人
事
案

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
（
任
期
・
三
年
）

坂
田

崇（
さ
か
た

た
か
し
）

西
宮
市
在
住
。

■
人
権
擁
護
委
員（
任
期
・
三
年
）

半
田

孝
代
（
は
ん
だ

た
か

よ
）

高
浜
町
在
住
。

予
算
特
別
委
員
会
で

年
度
予
算
案
を
審
査

平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
予
算

案
十
四
件
の
審
査
を
行
う
た
め
、

三
月
六
日
（
金
）
の
本
会
議
で
、

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委

員
会
（
委
員
長

中
村
修
一
、
副

委
員
長

帰
山
和
也
）
を
設
置
し

ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
予
算

案
を
三
つ
の
分
科
会
に
分
割
し
て

詳
細
に
審
査
し
ま
し
た
。

二
十
三
日
（
月
）
の
委
員
会
で

は
、
各
予
算
案
に
対
す
る
討
論
・

表
決
を
行
い
ま
し
た
。

可決した意見書（抜粋）
■医療費総額の拡大に関する意見書

お産ができない 急患の受け入れ先
がない など、全国各地で地域医療と公立
病院の危機的状況が深刻になり、国民の不
安が広がっている。国は、 年度から社
会保障費の伸びを毎年抑制する政策を行っ
てきた。この間、診療報酬の相次ぐ引き下
げ、ベッド数の削減、後期高齢者医療制度
の導入等が行われてきた。医師不足の解消、
なかでも産科、小児科や救急医療の医師の
育成、確保は急務である。
地方自治体は、住民の生命と健康を守る

ため、公立病院が救急・救命をはじめ、不
採算部門を担いつつ、地域医療の中核的役
割を果たせるよう懸命の努力を続けている。
地域医療と公立病院の危機的状況を打開す
るためには、国の医療費抑制策の見直しが
必要不可欠である。よって、本市議会は、
国においては、国民の生命と健康を守るた
め、医療費抑制策を改め、医療費総額の拡
大を図ることで医師・看護師不足を解消し、
国民が安全で安心できる医療体制を確立さ
れるよう強く要望する。
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総

理大臣、総務大臣、財務大臣、厚
生労働大臣

■現行保育制度の堅持・拡充と保育・学童
保育・子育て支援予算の大幅増額を求め
る意見書
本市議会は、国と地方の責任のもとに実

施する充実した制度とされるよう、以下の
事項について強く要望する。
１児童福祉法第 条に基づく現行保育制度
を堅持・拡充し、直接契約・直接補助方
式を導入しないこと。

２子供の福祉の後退を招く保育所最低基準
の見直しは行わず、抜本的に改善するこ
と。

３待機児童解消のための特別な予算措置を
行うこと。

４保育所、幼稚園、学童保育、子育て支援
施策関連予算を大幅に増額すること。

５子育てに関わる保護者負担を軽減し、雇
用の安定や労働時間の短縮など、仕事と
子育ての両立が図られるよう社会的環境
整備を進めること。

６保育制度改革にあたっては、保育所利用
者や保育事業者等関係者が納得できるよ
うな仕組みや基準を確保すること。

７民間保育所運営費の一般財源化は行わな
いこと。

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総
理大臣、総務大臣、財務大臣、文
部科学大臣、厚生労働大臣

※議案番号欄 議提 とあるのは、議員提出議案。

議案番号 件 名 結 果

市

長

提

出

議

案

１
２
３
４
５
６
７
８
９

市総合公園の指定管理者の指定
固定資産評価審査委員会委員の選任
人権擁護委員の候補者の推薦
市条例で引用する法令等の規定の整理に関する条例の制定
公営企業単純労務の職員の分限、懲戒に関する条例を廃止
市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定
市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定
市営住宅譲渡条例を廃止する条例の制定
市震災復興緊急整備条例を廃止する条例の制定
北部土地区画整理事業施行規程を廃止する条例の制定
春日土地区画整理事業施行規程を廃止する条例の制定
年度一般会計補正予算（第５号）
年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
年度公共用地取得費特別会計補正予算（第１号）
年度駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
年度宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）
年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
年度病院事業会計補正予算（第２号）
年度水道事業会計補正予算（第１号）
市立福祉会館及び市立老人福祉会館の指定管理者の指定
芦屋公園有料公園施設の指定管理者の指定
市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
市男女共同参画推進条例の制定
市職員の勤務時間その他の勤務条件の条例等の一部改正
市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
市債権管理に関する条例の制定
市手数料条例の一部を改正する条例の制定
市病院事業の設置等に関する条例の一部改正
市病院事業管理者の給与等に関する条例の制定
市病院企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の制定
市病院職員貸付金条例の制定
市病院事業に地方公営企業法の全部適用条例の整理等条例
市保健センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正
市福祉医療費の助成に関する条例の一部改正
市介護保険条例の一部改正条例制定
市都市公園条例の一部改正条例制定
市都市景観条例の全部改正条例制定
年度芦屋市一般会計予算
年度芦屋市国民健康保険事業特別会計予算
年度芦屋市下水道事業特別会計予算
年度芦屋市公共用地取得費特別会計予算
年度芦屋市都市再開発事業特別会計予算
年度芦屋市老人保健医療事業特別会計予算
年度芦屋市駐車場事業特別会計予算
年度芦屋市介護保険事業特別会計予算
年度芦屋市宅地造成事業特別会計予算
年度芦屋市後期高齢者医療事業特別会計予算
年度芦屋市打出芦屋財産区共有財産会計予算
年度芦屋市三条津知財産区共有財産会計予算
年度芦屋市病院事業会計予算
年度芦屋市水道事業会計予算
市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
市地区計画の区域内における建築物の制限条例の一部改正
市総合公園の指定管理者の指定

否決（３／５）
同意（２／ ）
同意（２／ ）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／５）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）
継続審査（３／ ）

議

提

― 畑中俊彦議員に対する懲罰動議
医療費総額の拡大に関する意見書
現行保育制度堅持・拡充と保育等予算増額を求める意見書

可決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）

請

願

グランドメゾン船戸町建設計画の話し合い継続の請願書
六甲山系砂防整備事業の推進についての請願書
医療費総額の拡大を求める請願
米軍への思いやり予算廃止の意見書採択を求める請願

採択（３／５）
継続審査（３／ ）
採択（３／ ）
不採択（３／ ）

陳情
番号

件 名
審査を行った
委 員 会

結 果

留守家庭児童会の開設時間に関する
陳情書

民 生 文 教
常任委員会

結論を得ず
（２／ ）

現行保育制度の堅持・拡充と保育等
予算増額に関する陳情書

民 生 文 教
常任委員会

採 択
（３／ ）

イ ー ブ ン


